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はじめに

この度は、CentreCOM CP100TX をご購入いただきまして誠にありがとうございます。

CentreCOM CP100TX（以下本製品）は、TCO 削減を目指す企業の VoIP サービス導入に最適な IP 電話機で
す。本製品は企業に必要な各種電話サービス、ディスプレイ機能、ワンタッチダイヤル、ハンズフリーなどの機
能を低価格で提供します。

最新のファームウェアについて

弊社は、改良のために、予告なく本製品のファームウェアのバージョンアップを行うことがあります。最新の
ファームウェアは弊社 Webページから入手してください。なお、最新のファームウェアのご利用の際には、弊
社 Webページに掲載されているリリースノートの内容をご確認ください。

http://www.allied-telesis.co.jp/

マニュアルの構成

本製品のマニュアルは、次の 3冊で構成されています。

アドミニストレーターマニュアル（本書）
本製品の設置業者や管理者を対象にしたマニュアルです。
本書は、各部の名称とはたらき、設置と配線、設定の方法、ファームウェアの更新、工場出荷時設定への
初期化や再起動、トラブルシューティングについて記載されています。電話の使用方法（電話のかけ方や
受け方、保留や転送、ミュート、電話帳の使い方、ワンタッチダイヤルの仕方）については、ユーザーマ
ニュアルをご覧ください。
本書は、弊社Web ページにて提供いたします（印刷物として、本製品に付属しておりません）。

http://www.allied-telesis.co.jp/

リリースノート
ユーザーマニュアル、アドミニストレーターマニュアルの補足や訂正、最新のファームウェアを使用する
際の注意点など、現時点における最新の情報を記載した文書です。
弊社Web ページにて提供いたします（印刷物として、本製品に付属しておりません。また、リリース
ノートが発行されていないこともあります）。

http://www.allied-telesis.co.jp/

ユーザーマニュアル
本製品を使用するユーザーを対象としたマニュアルです。
このマニュアルには、パッケージの内容、各部の名称とはたらき、設置や配線の方法、電話のかけ方や受
け方、保留や転送、ミュート、電話帳の使い方、ワンタッチダイヤルの仕方、仕様が記載されています。
このマニュアルは、本製品のパッケージに印刷物として付属しています。
CP100TXアドミニストレーターマニュアルRev.C



表記について

アイコン
このマニュアルで使用しているアイコンには、次のような意味があります。

iconlist.eps

図0.0.1 アイコン

製品名
「本製品」と表記している場合は、CentreCOM CP100TXを意味します。
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知っていると便利な情報、操作の�
手助けになる情報を示しています。�
�
物的損害や使用者が傷害を負うことが�
想定される内容を示しています。�
�
�使用者が死亡または重傷を負うことが�
想定される内容を示しています。�
�
�関連する情報が書かれているところを�
示しています。�
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1 各部の名称と働き

CP100TX_top_w_explane.eps

図1.0.1 本製品の上面

①液晶ディスプレイ（16桁× 2行）
日付、時刻、電話番号、回線または通話の状態、メニュー項目の選択肢などが表示されます。

②メニュー機能ボタン
kinou_button.eps（80%）

図1.0.2 メニュー機能ボタン

・「メニュー」ボタン
通話モードからメニューモードに切り替えする時に押します。メニューモードでは前画面に戻る時に押し
ます。

・「クリア」ボタン
入力した文字を左側へ1つづつ消去します。

・「選択」ボタン
選択した項目を決定するときに押します。

・「音量調整 (小）」/「上移動」ボタン
音量を下げるために1回づつ押します。▲カーソルが表示されたときに、上方向へ画面を移動します。

・「音量調整 (大）」/「下移動」ボタン
音量を上げるために1回ずつ押します。▼カーソルが表示されたときに、下方向へ画面を移動します。

①液晶ディスプレイ�

③ワンタッチ�
　ダイヤルボタン�⑥ダイヤルボタン�

⑩受話器ポート�
（本体側は側面にあります）�

⑨受話器�

⑧受話器コード�

⑪壁掛け用ツメ�
⑫スピーカー�

④マイク�
（スピーカーフォン）�

②メニュー機能�
　ボタン�

⑤電話機能ボタン�

⑦LED
CP100TXアドミニストレーターマニュアルRev.C



③ワンタッチダイヤルボタン
よくかける相手の電話番号を登録しておくことにより、このボタンを押すだけで電話をかけることができ
ます。10 件の電話番号を登録できます。

one_touch_button.eps（80%）

図1.0.3 ワンタッチボタン

④マイク（スピーカーフォン）
スピーカーフォン機能がオンのとき、音声を拾います。

⑤電話機能ボタン
・「保留」ボタン
1回押すと、通話を保留します。保留状態で、もう一度押すと復帰します。

・「転送」ボタン
通話を転送します。

・「リダイヤル」ボタン
最後にダイヤルした電話番号を再度ダイヤルします。

・「ミュート」ボタン
消音機能のオン/ オフを切り替えます。

・「スピーカー」ボタン
スピーカーフォン機能のオン/ オフを切り替えます。

⑥ダイヤルボタン
「0」～「9」、「＊」、「＃」。電話をかけるとき、相手の電話番号をダイヤルするボタンです。
電話帳などの登録や設定の際には、数字や文字を入力するのに使用します。

dial_button_and_LED.eps（80%）

図1.0.4

⑦ LED
LED 色 状態 表示内容
着信 橙 点滅 電話がかかってきています。

消灯 電話がかかってきていません。
ミュート 赤 点灯 消音機能が働いています。

消灯 消音機能が働いていません。
スピーカー 緑 点灯 スピーカーフォン機能が働いています。

消灯 スピーカーフォン機能が働いていません。

�

�

着信LED

ミュートLED

スピーカーLED
CP100TXアドミニストレーターマニュアルRev.C 9
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⑧受話器コード
受話器と本体を接続するカールコードです。

⑨受話器
通話するために手に持つ部分です。受話器コードで本体と接続します。

⑩受話器ポート
受話器と本体を接続するためのポートです。受話器と本体にひとつずつあります。

⑪壁掛け用ツメ
本製品を壁掛け設置にする際、受話器が滑り落ちてしまわないようにするツメです。
壁掛けにする際には、一旦はずして上下逆にして差し込みます。

⑫スピーカー
スピーカーフォン機能がオンのとき、通話相手の音声が出力されます。

CP100TX_back_w_explane.eps

図1.0.5 本製品の背面

⑬ PCポート
コンピューターを接続するポートです（PCポート、LAN ポート間はブリッジになっています）。
10BASE-T/100BASE-TXに対応しています。接続モードは、オートネゴシエーションです。MDI/MDI-X
自動切替機能を持っています。

⑭ LANポート
本製品をLAN に接続するためのポートです。PoE（IEEE802.3af）による受電機能を持っており、PoEス
イッチから電源の供給を受けることができます（クラス1）。10BASE-T/100BASE-TX に対応していま
す。接続モードは、オートネゴシエーションです。MDI/MDI-X 自動切替機能を持っています。

⑮ DCジャック
LAN ポートからのPoEによる受電ができない場合、オプション（別売）の ACアダプターAT-PWR01-
ADPを接続する DCプラグです。

⑯フットスタンド
本製品を設置するときに使用するスタンドです。水平面または壁面への設置によって、取り付け方が違い
ます。

⑬PCポート �
�

⑭LANポート �
�

⑮DCジャック �
�

⑯フットスタンド�
CP100TXアドミニストレーターマニュアルRev.C



2 設置と配線

設置するときの注意

本製品を設置し始める前に、必ず 2ページの「安全のために」をよくお読みください。
設置場所については、下記にご注意ください。
・直射日光の当たる場所、多湿な場所、ほこりの多い場所に設置しないでください。
・傾いた場所や不安定な場所に設置しないでください。
・テレビ、ラジオ、無線機、携帯電話などのそばに設置しないでください。
・ケーブルに無理な力が加わるような配置はさけてください。
・本製品は屋外では使用できません。

2.1 水平な場所への設置

フットスタンドの取り付け

本製品を机の上などの水平な場所に設置する場合は、付属のフットスタンドを図 2.1.1 の向きに取り付けます。
この向きに取り付けることにより、本製品を使いやすい角度に傾斜させることができます。また、4つのゴム足
により、本製品への衝撃を吸収し、設置面の傷つきを防止します。

attach_foot_stand_flatly.eps

図2.1.1 水平設置におけるフットスタンドの取り付け

1 フットスタンドのダルマ穴の細い部分を下にして、ツメ①を本体の穴①に差し込んでください。

2 ①を支点にして回すように、フットスタンドのツメ②を、本体の穴②にカチッと音がするまで押し込んでく
ださい。

フットスタンドの取り外し

フットスタンドを取り外す場合は、①を支点にして回すように、フットスタンドのツメ②を、本体の穴②から抜
いてください。

①� ①�

①� ①�

②� ②�

②� ②�

使用しない�

本体裏面�

フットスタンド�

上側�

ダルマ穴�
（壁面設置穴）�
CP100TXアドミニストレーターマニュアルRev.C 11
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2.2 壁面への設置

底面の壁面設置穴により、本製品を壁面に取り付けることができます。ただし、取り付けのためのタッピングネ
ジ（2本）などは付属しておりませんので、お客様にて別途ご用意くださいますようお願いいたします。

壁面取り付けにおける注意

・高所に取り付ける際には、特に注意して、確実に壁に固定してください。固定が不十分な場合、落下によ
るけがや、本製品が破損するおそれがあります。

・取り付け面の状態によっては、十分な取り付け強度を得られないことがあります。機器およびケーブルの
重みによって本製品が落下しないよう、確実に取り付け・設置をおこなってください。けがや本製品の破
損の原因になることがあります。

・振動・衝撃の多い場所や不安定な場所には設置しないでください。落下によるけがや、本製品の故障の原
因になることがあります。

・取り付け面によっては、本製品設置の際に、被着面の塗装などに傷が付く場合があります。

壁掛け用ツメの向きの変更

受話器が滑り落ちないようにするために、壁掛け用ツメの向きを変えます。
tsume_tsukekae.eps

図2.2.1 壁掛け用ツメの向きを変える

1 壁掛け用ツメを上に向かってスライドさせ、本体から外してください。

2 壁掛け用ツメを上下 180 度回転させ、受話器を引っかける突起を上にして、同じ場所にカチッと音がする
まで差し込んでください。

フットスタンドの取り付け

本製品を壁面に設置する場合は、付属のフットスタンドを図 2.2.2の向きに取り付けます。この向きに取り付け
ることにより、本製品は壁面に対して水平になります。

attach_foot_stand_on_wall.eps

図2.2.2 壁面設置におけるフットスタンドの取り付け

�

180度回転�

壁掛け用ツメ�

①� ①�

②� ②�

本体裏面�
上側�

ダルマ穴�
（壁面設置穴）�

フットスタンド�

ダルマ穴�
（壁面設置穴）�

10
0m

m
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3 フットスタンドのダルマ穴の細い部分が上になるようにして、ツメ①を本体の穴①に差し込んでください。

4 ①を支点にして回すように、フットスタンドのツメ②を、本体の穴②にカチッと音がするまで押し込んでく
ださい。

壁面への取り付け

ここでは、壁面への取り付けにタッピングネジを使用すると仮定して説明します（実際の工事では、壁面の構造
に合わせて、適切な取り付け工事をおこなってください）。

壁面の構造によっては、タッピングネジの使用が適切ではない場合があります。壁面の構造に合
わせて、適切な壁面への取り付け工事をおこなってください。不適切な工事をおこなった場合、
落下の原因となり危険です。

5 ネジ頭が 5mm ほど飛び出すように（図 2.2.4）、また上下方向に 100mm の間隔をあけて（図 2.2.5、図
2.2.2（p.12））、壁面に 2本のタッピングネジを取り付けてください。

screw_recommended.eps

図2.2.3 推奨タッピングネジ寸法
screw_tobidasi.eps

図2.2.4 壁面からのタッピングネジの飛び出し寸法
kankaku_mokuneji.eps

図2.2.5 タッピングネジの間隔
daruma_ana.eps

図2.2.6 壁面設置穴（ダルマ穴）寸法

6 壁面のタッピングネジの頭に、本製品の底面のダルマ穴を通し、穴の細い部分までずらして固定してくださ
い。

2.2mm

バインド頭�

7.
3m

m

3.
5m

m
（
呼
び
径
）
�

5mm

10
0m

m

5

φ10

16
.5
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2.3 受話器の取り付け

受話器は取り外された状態で同梱されていますので、下記の手順で受話器を本製品の本体に接続してください。

1 受話器コードを受話器に接続してください。受話器コードのどちらのプラグを接続してもかまいません。
connect_juwaki_1.eps

図2.3.1

2 受話器コードのもう一方を、本体側面の受話器ポートに接続してください。
connect_juwaki_2.eps

図2.3.2

受話器コード�

受話器�

受話器ポート�

プラグ�

本体左側面�
受話器ポート�

受話器コード�

プラグ�
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2.4 構内ネットワークへの接続（PoE による電源の供給）

本製品は、IEEE802.3af Power Over Ethernet（クラス1）に準拠しており、LAN ポートに接続されたUTPケー
ブルを経由して、電源の供給を受けることができます。

1 付属のUTPケーブル（カテゴリー5、ストレート、1.8m）を、本製品の LANポートに接続してください。

2 UTPケーブルのもう一端を、構内ネットワーク（IEEE802.3af 準拠スイッチ）に接続してください。
connect_to_poe_sw.eps

図2.4.1 IEEE802.3af準拠スイッチへの接続

3 LAN ポートからの電源供給を受け、本製品は起動を開始します。

IEEE802.3af 準拠スイッチの機種によっては、本製品への接続にあたって設定が必要な場合があ
ります。詳しくは、ご使用になるスイッチの取扱説明書をご覧ください。

4 液晶ディスプレイが下記のように表示されることを確認してください（日付、時刻、電話番号は環境によっ
て異なります）。

電源の切断

LANポートから供給されている電源を切断する場合は、UTPケーブルを本製品のLANポートまたはIEEE802.3af
準拠スイッチのポートから抜いてください。

電源をオフにしてから再度オンにする場合は、しばらく間をあけてください。

コンピューターの接続

図 2.4.2のように、PCポートにコンピューターを接続することができます（LAN ポートとPCポート間は、ブ
リッジになっています）。

connect_to_PC.eps
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図2.4.2 コンピューターの接続

PC ポートにコンピューターを接続する場合は、コンピューターによるトラフィックが、本製品
通話のトラフィックを圧迫しないよう考慮する必要があります。

使用可能なケーブル

・ 10BASE-Tの場合はカテゴリー 3以上、100BASE-TXの場合はカテゴリー5以上のUTP ケーブルを使
用してください。

・本製品は、MDI/MDI-X 自動切替機能をサポートしていますので、接続先の機器のポートの種類（MDI/
MDI-X）にかかわらず、ストレート/ クロスどちらのケーブルタイプでも使用することができます。

・本製品と接続先の機器の間のケーブル長は、100m以内にしてください。

UTPケーブル（ストレート）�

コンピューター�
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2.5 AC アダプターの接続

構内ネットワークから UTPケーブルを経由して電源の供給を受けられない場合は、オプション ( 別売 ) の AC
アダプター (AT-PWR01-ADP)を使用します。

connect_AC_adapter.eps

図2.5.1 ACアダプターの接続

1 ACアダプターのDC プラグを、本体背面のDCジャックに接続してください。

2 電源ケーブルをACアダプターの電源コネクターに接続してください。

3 電源ケーブルの電源プラグを電源コンセントに接続してください。
電源が入ると、ACアダプターの電源LED（緑）が点灯します。

本製品をAC100V で使用する場合は、ACアダプターに付属の電源ケーブルを使用してくださ
い。AC200V で使用する場合は、設置業者にご相談ください。不適切な電源ケーブルや電源コン
セントを使用すると、発熱による発火や感電の恐れがあります。

4 本製品は起動を開始します。

5 液晶ディスプレイが下記のように表示されることを確認してください（日付、時刻、電話番号は環境によっ
て異なります）。

Ｂｏｏｔｉｎｇ　．．．
■■■■■■■■■■■

２８／０７／０５　１３：４５ �

０００１
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DCプラグ�
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電源ケーブル�

電源プラグ�

電源LED
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電源の切断

AC アダプターで供給されている電源を切断する場合は、電源プラグを電源コンセントから抜いてください。

電源をオフにしてから再度オンにする場合は、しばらく間をあけてください。
CP100TXアドミニストレーターマニュアルRev.C



3 設定の前に

3.1 設定のユーザーインターフェース

本製品の設定や、ファームウェアの更新には、次の 3つのユーザーインターフェースを使用することができます。

Web ブラウザーによるGUI
Webブラウザーを利用するグラフィカル・ユーザー・インターフェースです。
「VoIP FDBの有効化」以外のすべての項目の設定が可能です。
Webブラウザーとして Microsoft Internet Explorer Version 6 以上をご使用ください。

「4 Webブラウザーによる設定」（p.21）

液晶ディスプレイのメニューモード
本製品の液晶ディスプレイとボタンによるメニュー形式のユーザーインターフェースです。
主要な項目のみが設定できます。ただし、「VoIP FDBの有効化」はメニューモードのみで設定が可能で
す。

「5 液晶ディスプレイのメニューによる設定」（p.29）
「A.1 液晶ディスプレイの全表示項目と設定のデフォルト値」（p.51）

ATKK Tool Kit
本製品のファームウェアを更新（バージョンアップ）するユーティリティーです。
このツールは、ネットワークに存在する本製品をリスト表示し、その中から更新の対象とする本製品を選
択することができます。
液晶ディスプレイのメニューモードでもファームウェアの更新ができますが、このツールを使う方が簡単
です。

「9 ファームウェアの更新」（p.45）

Telnet によるCLI（未サポート）
文字ベースの対話型ユーザーインターフェースです（コマンド・ライン・インターフェース）。
CP100TXアドミニストレーターマニュアルRev.C 19
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3.2 設定環境（前提条件）

本書の説明では、本製品を接続するネットワーク環境には、下記のようなサーバーが存在すると仮定します。
設定用コンピューターでは、設定画面を表示するWebブラウザーの実行や、ファームウェアの更新を行うATKK
Tool Kit、FTPサーバーを実行します。

environment.eps

図3.2.1

・本製品は、工場出荷時設定においてDHCP クライアント機能が有効となっています。

・ DHCP サーバーは、本製品に対して10.1.1.100 以降の IPアドレスをリースし、ゲートウェイ
（10.1.1.5）、プライマリーDNSサーバー（10.1.1.4）、セカンダリーDNSサーバー（10.1.2.4）の IPア
ドレスを提供します。

・本製品をNTPサーバーに同期し、液晶ディスプレイに正しい日時が表示されるようにします。

10.1.1.0/24

・Webブラウザー�
・ATKK Tool Kit�
・FTPサーバー�

DNSサーバー�
10.1.1.4

NTPサーバー�
10.1.1.6

SIPサーバー�
10.1.1.10

設定用コンピューター�
10.1.1.3

10.1.1.5

ゲートウェイ�
（DHCPサーバー）�
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4 Web ブラウザーによる設定

4.1 設定内容と手順

1 設定用コンピューターでWeb ブラウザー（Microsoft Internet Explorer Version 6 以上）を起動し、Web
ブラウザーのアドレス欄に、設定対象の本製品の IP アドレスを入力してください。ここでは、「http://
10.1.1.100/」を仮定します。本製品の IPアドレスは、 a324で確認できます。

2 次の画面が現れたら、「Password」にパスワードを入力して「Login」ボタンをクリックしてください。本
製品には、初期パスワードとして「friend」が設定されています。

login.tif

図4.1.1 ログイン

3 Web設定画面が表示されます。必要な項目を設定し、「設定更新」ボタンをクリックしてください。
下記の例では、SIP サーバー有効、SIP ドメイン名、SIP サーバーアドレス、Digest 認証用 ID、Digest 認
証用Password、電話番号、NTPサーバー（IP アドレス）を設定しています。他の項目は、デフォルトま
たはDHCP サーバーから取得した情報です。

settei_gamen.tif

図4.1.2 SIP サーバーを使用する場合の設定例
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Web設定画面の項目の詳細を、表 4.1.1～表4.1.5（p.24）に示します。参照の便宜のために、本製品の
液晶ディスプレイのメニューモードにおける「ボタン操作」を併記してあります。「Web」に「×」が記
載された項目は、Web設定画面にその項目が存在しないことを意味し、「ボタン操作」に「×」が記載さ
れた項目は、ボタン操作が存在しないことを意味します。

表4.1.1 ネットワーク設定のパラメーター 
項目名 詳細 Web ボタン操作
IP設定方法 本製品に割り当てる IP アドレスの設定方法。

「スタティック」または「DHCP」から選択する。
デフォルトは「DHCP」。
「スタティック」を選択した場合、以下の「IP アド
レス」、「サブネットマスク」、「デフォルトゲート
ウェイ」、「プライマリーDNS サーバー IP」、「セカ
ンダリーDNS サーバー IP」を手入力できる。

○ a321

IPアドレス IP アドレスを固定的に設定する場合は、「IP 設定方
法」で「スタティック」を指定し、ここに IP アド
レスを入力する。

○ a324

サブネットマスク サブネットマスクを固定的に設定する場合は、「IP
設定方法」で「スタティック」を指定し、ここにサ
ブネットマスクを入力する。

○ a325

デフォルトゲート
ウェイ

デフォルトゲートウェイを固定的に設定する場合
は、「IP 設定方法」で「スタティック」を指定し、
ここにデフォルトゲートウェイの IP アドレスを入
力する。

○ a328

プライマリー
DNSサーバー IP

プライマリーDNS サーバーを固定的に設定する場
合は、「IP 設定方法」で「スタティック」を指定し、
ここにプライマリーDNS サーバーの IPアドレスを
入力する。

○ a329

セカンダリー
DNSサーバー IP

セカンダリーDNS サーバーを固定的に設定する場
合は、「IP 設定方法」で「スタティック」を指定し、
ここにセカンダリーDNS サーバーの IPアドレスを
入力する。

○ ×

MACアドレス 「000941xxxxxx」。参照のみ（変更不可）。 ○ a322
ホスト名 「AT000941xxxxxx」。参照のみ（変更不可）。 × a323
FTPサーバー ファームウェア（F/W）をダウンロードするFTP

サーバーの IP アドレスを入力する。
（例）10.1.1.3

× a327

F/Wファイル名 現在製品にダウンロードされているファームウェア
ファイル名が表示される。
（例）CPCXv0017c7.bin 
cボタンを押すと、FTPサーバーからファーム

ウェアファイルのダウンロード（更新）が開始され
る。
ファームウェアの更新は、ATKK Tool Kit でも可
能。

× a3213

F/Wバージョン 現在製品にダウンロードされているファームウェア
のバージョンが表示される。
（例）V.0.01 B07

× a3214
CP100TXアドミニストレーターマニュアルRev.C



表4.1.2 SIP の設定のパラメーター 
項目名 詳細 Web ボタン操作
SIP サーバー有効 SIP サーバーを参照するか否か。

デフォルトは参照しない（チェックなし）。
SIP サーバーを参照する場合は、「VoIP FDB」を有
効（ハイ）にしてはいけない（液晶ディスプレイの
「メニューモード」の「4.Advanced」で設定する）。

○ a3210

SIP ドメイン名 SIP ドメイン名を入力する（32文字以内）。
（例）yourdomain.co.jp

○ ×

SIP サーバーアドレ
ス

SIP サーバーの IP アドレスまたはホスト名を入力す
る。40 文字までのホスト名が入力可能。
（例）10.1.1.10、yoursipserver.yourdomain.co.jp

○ a3211
（表示のみ）

SIP 宛先ポート SIP パケットの宛先ポート番号を入力する。
0～65535 が入力可能。
デフォルトは「5060」。

○ ×

SIP 待ち受けポート SIP パケットの送信元ポート番号を入力する。
0～65535 が入力可能。
デフォルトは「5060」。

○ ×

RTPポート番号 RTPパケットの送信元ポート番号を入力する。
0～65535 が入力可能。
デフォルトは「5000」。

○ ×

Digest 認証用 ID SIP サーバーからの認証を受ける際に使用するユー
ザー名を入力する。
半角英数字。大文字小文字を区別。
サーバーにも依存。
（例）0001.gijutsu_dir

○ ×

Digest 認証用
Password

SIP サーバーからの認証を受ける際に使用するパス
ワードを入力する。
半角英数字。大文字小文字を区別。
サーバーにも依存。
（例）passwd001

○ ×

RTP TOS 本製品が送信するRTPパケットの IP TOS優先度
（TOS オクテットのprecedence）。
0、32、64、96、128、160、192、224が入力可
能。デフォルトは「0」（無指定と同じ）。

○ ×

DTMFリレー DTMF リレーの方法。
「Pass Through」、「RFC 2833」から選択する。
デフォルトは「Pass Through」。

○ ×

VoIP FDB 「Internal FDB」ボタンによって設定されたテーブ
ル（VoIP FDB）を有効にするか否か。
「ハイ」、「イイエ」から選択。
デフォルトは「イイエ」。
これを有効（ハイ）にする場合は、SIP サーバーを
参照するように設定してはいけない（「SIP サー
バー有効」にチェックを入れてはいけない）。

× a4

表4.1.3 電話機能設定のパラメーター
項目名 詳細 Web ボタン操作
電話番号 数字のみ。最大15 桁。

（例）0001
○ a326

着信音 着信時の鳴動音。
「着信音 1」～「着信音 13」の13 種類から選択す
る。デフォルトは「着信音1」。
本製品を再起動すると、着信音はデフォルトに戻
る。

○ a312

表示言語 液晶ディスプレイの表示言語を設定する。
「1. エイゴ」、「2. ニホンゴ」から選択。
デフォルトは「2. ニホンゴ」。
本製品を再起動すると、表示言語はデフォルトに戻
る。

× a311
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表4.1.4 オーディオ設定のパラメーター 
項目名 詳細 Web ボタン操作
CODEC 発呼において優先的に使用するCODEC。

「G729（未サポート）」、「G711u-law」、「G711A-
law」、「オート」から選択する。
デフォルトは「G711u-law」。
着呼では相手のCODECに合わせるが、相手が指定
してきたCODECをサポートしていない場合は通話
できない。
また、本製品同士の通話において、発呼側が「オー
ト」の場合、着呼側のCODECの如何にかかわらず
「G711u-law」が優先される。

○ a3212

受話器音量 受話器の再生音量。
3～33 の値を入力する。デフォルトは「23」。

○ 受話器を取ってから 
e または d

スピーカー音量 スピーカーの再生音量。
1～15 の値を入力する。デフォルトは「11」。

○ jを押してから 

e または d
vad（未サポート） 無音圧縮（Voice Activity Detection）と無音時にお

ける背景雑音の擬似的生成（Comfort Noise
Generation）を行うか否か。デフォルトはチェック
なし（オフ）。

○ ×

aec エコーキャンセラー（Acoustic Echo Canceller）
を有効にするか否か。
デフォルトは有効にする（チェック有り）。

○ ×

表4.1.5 その他の設定のパラメーター
項目名 詳細 Web ボタン操作
変更後のパスワード 設定Web 画面にログインするときのパスワード。

半角英数字とダブルクオート以外の記号。16 文字
以内。大文字小文字を区別。
工場出荷時設定における初期パスワードは
「friend」。

○ ×

NTPサーバー IP ア
ドレス

本製品の起動時に時刻を同期するNTPサーバーの
IP アドレス。
（例）10.1.1.6

○ ×

サマータイム有効
（未サポート）

サマータイムを有効にするか否か。
デフォルトはサマータイム無効（チェックなし）。

○ a3314

タイムゾーン デフォルトは
「(GMT+09:00)Tokyo,Osaka,Sapporo」。

○ a3313

日付書式 液晶ディスプレイに表示する日付の書式を設定す
る。
「1.DD/MM/YY」、「2.MM/DD/YY」から選択。
デフォルトは「1.DD/MM/YY」。

× a3311

時刻書式 液晶ディスプレイに表示する時刻の書式を設定す
る。
「1.24 ジカンセイ」、「2.12ジカンセイ」から選択。
デフォルトは「1.24ジカンセイ」。

× a3312
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4 下記の画面が表示されます。
updated.tif

図4.1.3 設定の完了

本製品は再起動し、Webブラウザーによる設定で動作を開始します。

２８／０７／０５　１３：４５ �

０００１
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4.2 VoIP FDB の使用

通話相手の電話番号と IPアドレスを固定的に関連づけるテーブルであるVoIP FDB を使用することにより、SIP
サーバーを使用しない IP電話環境を構築することができます。

・以下の手順では、本製品の IP アドレスは手入力で固定設定するものとします（DHCP サーバーを利用する
場合、DHCP サーバーの設定で本製品のMACアドレスと IPアドレスを静的に結びつける必要がありま
す）。

・ VoIP FDB には、100件の電話番号を登録することができます。
・ VoIP FDB とSIP サーバーを介した通話を併用することはできません。

1 本製品の液晶ディスプレイのメニューで「DHCPユウコウ」を「イイエ」に設定し、「IPアドレス」、「サブ
ネットマスク」を設定してください。ここでは、「IP アドレス」として「10.1.1.101」を設定すると仮定し
ます。この設定により本製品は再起動します。

「5.3 ネットワークの設定」（p.33）
「DHCP クライアントの有効化/ 無効化」（p.33）
「IP アドレスの表示/ 設定」（p.33）
「サブネットマスクの表示 /設定」（p.34）

2 設定用コンピューターでWeb ブラウザーを起動し、Webブラウザーのアドレス欄に、設定対象の本製品の
IPアドレスを入力してください。ここでは、「http://10.1.1.101/」を仮定します。

3 ログイン画面（図4.1.2、p.21）が現れたら、「Password」にパスワードを入力して「Login」ボタンをク
リックしてください。本製品には、初期パスワードとして「friend」が設定されています。

4 設定画面が表示されたら、画面の下の方にある「Internal FDB」ボタンをクリックしてください。
click_internel_FDB.tif

図4.2.1

5 VoIP FDB 画面が表示されます。相互に電話をかけ合う本製品の「電話番号」と「IP アドレス」のすべて
の対応を入力し、「戻る」ボタンをクリックしてください。

voip_fdb_1.tif

図4.2.2

voip_fdb_2.tif
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図4.2.3

6 設定画面に戻ります。必要な項目を設定し、「設定更新」ボタンをクリックしてください。
下記の例では、「デフォルトゲートウェイ」、「プライマリーDNSサーバー」、「セカンダリーDNSサーバー」、
「電話番号」、「NTPサーバー」を入力しています。
VoIP FDB を使用する場合は、必ず「SIP サーバー有効」のチェックを外してください。
「IP 設定方法」、「IP アドレス」、「サブネットマスク」は、手順1（p.26）の設定が反映されています。
他の項目は、デフォルトです。

settei_fdb.tif

図4.2.4 VoIP FDBを使用する場合の設定例

7 Webブラウザーに「更新しました !」と表示されます（図4.1.3、p.25）。
本製品は再起動し、液晶ディスプレイには設定した電話番号が表示されます。

8「5.5 VoIP FDB の有効化 / 無効化」（p.41）を実行し、「FDB ユウコウ」を「ハイ」に設定してください。
これにより、本製品は再起動します。

２８／０７／０５　１３：４５ �

１０１
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VoIP FDB の設定と本製品の IP アドレス、サブネットマスクを同時に変更する場合は、最初に
「Internal FDB」ボタンをクリックして「VoIP FDB」画面の設定を終え、図4.2.4（p.27）の設
定画面に戻ってから IP アドレス、サブネットマスクなどのネットワーク設定を変更してくださ
い。
図4.2.4 の設定画面で本製品の IPアドレス、サブネットマスクを変更した後に、「Internal FDB」
ボタンをクリックすると、VoIP FDB 画面から戻れなくなります（この状況から復旧するために
は、本製品の再起動が必要です）。

液晶ディスプレイの表示

VoIP FDB を使用した発信や着信では、液晶ディスプレイには IPアドレスが表示されます。

Ｔｏ：
１０．１．１．１０２

Ｆｒｏｍ：
１０．１．１．１０１
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5 液晶ディスプレイのメニューによる設定

「A.1 液晶ディスプレイの全表示項目と設定のデフォルト値」（p.51）

5.1 メニューモードにおけるボタンの働き

「通話モード」と「メニューモード」

液晶ディスプレイには、次の 2つの表示モードがあります。

通話モード
電話をかけたり、受けたりするときのモードで、通話相手や通話時間が表示されます。
本製品の電源をオンにした直後は、このモードです。

図5.1.1 通話モード

メニューモード
電話帳や通話記録による発信、電話帳の編集、本製品の設定などを行うモードです。
「通話モード」のとき、 aを押すとこのモードに入ります。
再度、 a を押すと「通話モード」に戻ります。

図5.1.2 メニューモード（トップレベル）

「メニュー」ボタン

「通話モード」のときにこのボタンを押すと、「メニューモード」に入ります。
「メニューモード」のときにこのボタンを押すと、ひとつ上のメニュー階層に移動します。
メニュー階層のトップレベルにいるときに、このボタンを押すと「通話モード」に抜けます。

menu_key.eps

図5.1.3 「メニュー」ボタンの動作

「↑」「↓」ボタン

「メニューモード」のとき、メニュー項目を移動するボタンとなります。
項目が 1行に収まっている場合、項目の左に「＊」が表示され、現在選択している項目を指します。

０２／０１／０８　１９：０３ �

２７９９９１６８

＊１．テ゛ンワチョウ
　２．ツウワキロク ▼

通話モード�

メニューモード�

メニュー階層のトップレベル�

a a

c a

０２／０１／０８　１９：３０�
２７９９１６８�

＊１．テ゛ンワチョウ　　　　　　▲�
　２．ツウワキロク　　　　　　　▼�

＊１．リスト　　　　　　　　　　▲�
　２．ケンサク　　　　　　　　　▼�

�
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液晶ディスプレイの右端に「▲」または「▼」が表示されている場合、ディスプレイの上または下にメニュー項
目が隠れていることを示しており、「↑」「↓」ボタンでディスプレイがスクロールします。

arrow_button_1.eps

図5.1.4 1行に収まっている項目

項目が 2行に渡っている場合、現在選択している項目が表示されます。
arrow_button_2.eps

図5.1.5 2行に渡っている項目

「選択」ボタン

現在選択している項目を確定するボタンです。
選択している項目がサブメニューを持っている場合は、サブメニューの階層に移動します（図 5.1.3）。

「クリア」ボタン

入力した文字を左に向かって 1文字ずつ消去するボタンです。
このボタンは、IP アドレスや電話番号、名前などの文字列の削除や修正の際に使用します。

clear_button.eps

図5.1.6

「0」～「9」（数字）ボタン

メニュー項目の左に表示されている番号の「数字」ボタンを押すと、そのサブメニューにジャンプします。
番号が 2桁の場合は、間をあけずにすばやく2つの番号を押してください。

0to9_button_1.eps

図5.1.7

次のように、「1. ハイ」、「2. イイエ」のように表示されている場合は、 1、 2で選択します。
0to9_button_2.eps

図5.1.8

電話番号や IPアドレスなどの文字列を入力する画面では、数字を入力するのに使用します。

「＊」ボタン

IP アドレスなどを入力する画面でピリオド（.）を入力するのに使用します。

d

e

上に移動�

下に移動�

＊２．ツウワキロク　　　　　　　▲�
　３．セッテイ　　　　　　　　　▼�

　４．Ａｄｖａｎｃｅｄ�

　１．テ゛ンワチョウ�

２．ＭＡＣアト゛レス　　　　　　▲�
０００９４１９９０１ｄ４　　　　▼�
�

１．ＤＨＣＰユウコウ�
ハイ�

３．ホストメイ�
ＡＴ０００９４１９９０１ｄ４�
�

d

e

上に移動�

下に移動�

７．ＦＴＰサーハ゛ー�
０．０．０．０�

カーソル（点滅）�

3
＊１．テ゛ンワセッテイ　　　　　▲�
　２．ネットワークセッテイ　　　▼�

　１．テ゛ンワチョウ�
　２．ツウワキロク�
　３．セッテイ�
　４．Ａｄｖａｎｃｅｄ�

ネットワークセッテイ�
リセット　１．ハイ　２．イイエ�
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5.2 電話の設定

「3. セッテイ」→「1. デンワセッテイ」
電話の設定では、液晶ディスプレイの表示言語、着信時の鳴動音を設定することができます。
電話の設定は、本製品の再起動によって、デフォルトに戻ります。

表示言語

「3. セッテイ」→「1. デンワセッテイ」→「1. ヒョウジゲンゴ」（デフォルト：ニホンゴ）
液晶ディスプレイの表示言語の切り替え

1 a311の順にボタンを押してください。
下記が表示されます（チェックマークは現在の表示言語を示しています）。

2 d または eで希望の表示言語を選択し、 c で確定してください。 
d または eを押すごとに「＊」が移動します。 cを押すと「＊」が指している項目にチェックマー
クが移動して、表示言語が確定します。
「1.English」を選択すると、直ちに表示言語は英語に切り替わり、下記のように表示されます。 

1または 2で切り替えることもできます。数字ボタンを押すと、チェックマークは直接希
望する表示言語に移動します（ cを押す必要がありません）。

3 a を4回押し、「通話モード」に抜けてください（再起動は行われません）。

本製品を再起動すると、表示言語はデフォルト（ニホンゴ）に戻ります。

着信音

「3. セッテイ」→「1. デンワセッテイ」→「2. チャクシンオン」（デフォルト：チャクシンオン1）
着信時の鳴動音の切り替え
Web による設定が可能

1 a312の順にボタンを押してください。
下記が表示されます（チェックマークは現在の着信音を示しています）。

2 d または eで希望の着信音を選択し、 cで確定してください。 dまたは eを押すごとに「＊」
が移動し、着信音がデモンストレーションを聞くことができます。 c を押すと「＊」が指している項目
にチェックマークが移動し、着信音が確定します。設定は直ちに本製品の動作に反映されます。 

0～ 9で切り替えることもできます。数字ボタンを押すと、チェックマークは直接希望す
る着信音に移動します（ cを押す必要がありません）。10～ 13の着信音を選択する場合は、
素早く2つのボタンを押してください。また、数字ボタンによる選択では、デモンストレーショ
ンを聞くことができません。

＊１．エイコ゛
　２．ニホンコ゛ ✔

＊１．Ｅｎｇｌｉｓｈ ✔

　２．Ｊａｐａｎｅｓｅ

＊　１．チャクシンオン　１
　　２．チャクシンオン　２ ▼

　　５．チャクシンオン　５ ▲
＊　６．チャクシンオン　６ ▼

✔

✔
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3 a を4回押し、「通話モード」に抜けてください（再起動は行われません）。

本製品を再起動すると、着信音はデフォルト（チャクシンオン1）に戻ります。
CP100TXアドミニストレーターマニュアルRev.C



5.3 ネットワークの設定

DHCP クライアントの有効化 /無効化

「3. セッテイ」→「2. ネットワークセッテイ」→「1.DHCPユウコウ」（デフォルト：ハイ）
Web による設定が可能

1 a321の順にボタンを押してください。下記が表示されます。

2 c を押してください。右の「▼」が消え、カーソルが左下に表示されます。

3 d または eを押し、「ハイ」または「イイエ」を選択してください。下記では「イイエ」を選択しています。

4 c を押してください。「イイエ」が確定します。
カーソルが消え「▼」が表示されて、他の設定項目に移動できるようになります。

5 他に設定したい項目が無ければ、「ネットワーク設定の内容の保存」（p.38）に進んでください。
他に設定したい項目がある場合は、 deまたは 0～ 9で希望の項目を選択し、設定を続行して
ください。

MAC アドレスの表示

「3. セッテイ」→「2. ネットワークセッテイ」→「2.MAC アドレス」（参照のみ）
Web による確認が可能 

a322の順にボタンを押してください。下記が表示されます。

ホスト名の表示

「3. セッテイ」→「2. ネットワークセッテイ」→「3. ホストメイ」（参照のみ）

ホスト名は、MAC アドレスの先頭に「AT」を付加した文字列となります。 

a323の順にボタンを押してください。下記が表示されます。

IP アドレスの表示/ 設定

「3. セッテイ」→「2. ネットワークセッテイ」→「4.IP アドレス」
Web による設定が可能

「1.DHCP ユウコウ」が「ハイ」の場合、取得した IP アドレスが表示されます。
「1.DHCP ユウコウ」が「イイエ」の場合、IPアドレスを手入力することができます。

１．ＤＨＣＰユウコウ
ハイ ▼

１．ＤＨＣＰユウコウ
ハイ

１．ＤＨＣＰユウコウ
イイエ

１．ＤＨＣＰユウコウ
イイエ ▼

２．ＭＡＣアト゛レス ▲
０００９４１９９０１ｄ４ ▼

３．ホストメイ ▲
ＡＴ０００９４１９９０１ｄ ４▼
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1 a324の順にボタンを押してください。「1.DHCPユウコウ」が「ハイ」の場合、取得した IP
アドレスが表示されます（IPアドレスの変更はできません）。

2「1.DHCP ユウコウ」が「イイエ」の場合、IP アドレスを入力することができます。 
c を押してください。右の「▲」「▼」が消え、「0.0.0.0」の後にカーソルが表示されます。

3 b で「0.0.0.0」を削除し、 0～ 9と *を使って IPアドレスを入力してください。

4 c を押してください。IPアドレスが確定します。
カーソルが消え「▼」が表示されて、他の設定項目に移動できるようになります。

5 他に設定したい項目が無ければ、「ネットワーク設定の内容の保存」（p.38）に進んでください。
他に設定したい項目がある場合は、 deまたは 0～ 9で希望の項目を選択し、設定を続行して
ください。

サブネットマスクの表示 /設定

「3. セッテイ」→「2. ネットワークセッテイ」→「5. サブネットマスク」
Web による設定が可能

「1.DHCP ユウコウ」が「ハイ」の場合、取得したサブネットマスクが表示されます。
「1.DHCP ユウコウ」が「イイエ」の場合、サブネットマスクを手入力することができます。

1 a325 の順にボタンを押してください。「1.DHCP ユウコウ」が「ハイ」の場合、取得したサ
ブネットマスクが表示されます（サブネットマスクの変更はできません）。

2「1.DHCP ユウコウ」が「イイエ」の場合、サブネットマスクを入力することができます。 
c を押してください。右の「▲」「▼」が消え、「255.255.255.0」の後にカーソルが表示されます。

3 b で「255.255.255.0」を削除し、 0～ 9と *を使ってサブネットマスクを入力してください。

4 c を押してください。サブネットマスクが確定します。
カーソルが消え「▼」が表示されて、他の設定項目に移動できるようになります。

5 他に設定したい項目が無ければ、「ネットワーク設定の内容の保存」（p.38）に進んでください。
他に設定したい項目がある場合は、 deまたは 0～ 9で希望の項目を選択し、設定を続行して
ください。

４．ＩＰアト゛レス ▲
１０．１．１．１００ ▼

４．ＩＰアト゛レス
０．０．０．０■

４．ＩＰアト゛レス
１０．１．１．１０５■

４．ＩＰアト゛レス ▲
１０．１．１．１０５ ▼

５．サフ゛ネットマスク ▲
２５５．２５５．２５５．０ ▼

５．サフ゛ネットマスク
２５５．２５５．２５５．０■

５．サフ゛ネットマスク
２５５．２５５．２５５．０■

５．サフ゛ネットマスク ▲
２５５．２５５．２５５．０ ▼
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電話番号の設定

「3. セッテイ」→「2. ネットワークセッテイ」→「6. デンワバンゴウ」
Web による設定が可能

1 a326の順にボタンを押してください。

2 c を押してください。右の「▲」「▼」が消え、「27999168」の後にカーソルが表示されます。

3 b で「27999168」を削除し、 0 ～ 9を使って希望の電話番号を入力してください。15 桁まで
入力可能です。

4 c を押してください。電話番号が確定します。
カーソルが消え「▼」が表示されて、他の設定項目に移動できるようになります。

5 他に設定したい項目が無ければ、「ネットワーク設定の内容の保存」（p.38）に進んでください。
他に設定したい項目がある場合は、 deまたは 0～ 9で希望の項目を選択し、設定を続行して
ください。

FTP サーバーの設定

「3. セッテイ」→「2. ネットワークセッテイ」→「7.FTPサーバー」

ファームウェアのバージョンアップで使用する FTPサーバーの IP アドレスを指定します。

「9.3 液晶ディスプレイのメニューによるファームウェアの更新」（p.49）
「FTPサーバーの指定」（p.49）

デフォルトゲートウェイの表示 /設定

「3. セッテイ」→「2. ネットワークセッテイ」→「8. デフォルトゲートウェイ」
Web による設定が可能

「1.DHCP ユウコウ」が「ハイ」の場合、取得したデフォルトゲートウェイの IP アドレスが表示されます。
「1.DHCP ユウコウ」が「イイエ」の場合、デフォルトゲートウェイの IPアドレスを手入力することができます。

1 a328の順にボタンを押してください。「1.DHCPユウコウ」が「ハイ」の場合、取得した IP
アドレスが表示されます（IPアドレスの変更はできません）。

2「1.DHCP ユウコウ」が「イイエ」の場合、IP アドレスを入力することができます。 
c を押してください。右の「▲」「▼」が消え、「192.168.1.1」の後にカーソルが表示されます。

６．テ゛ンワハ゛ンコ゛ウ ▲
２７９９９１６８ ▼

６．テ゛ンワハ゛ンコ゛ウ
２７９９９１６８■

６．テ゛ンワハ゛ンコ゛ウ
０００１■

６．テ゛ンワハ゛ンコ゛ウ ▲
０００１ ▼

８．テ゛フォルトケ゛ートウェイ▲
１０．１．１．５ ▼

８．テ゛フォルトケ゛ートウェイ
１９２．１６８．１．１■
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3 b で「192.168.1.1」を削除し、 0～ 9と *を使って IPアドレスを入力してください。

4 c を押してください。IPアドレスが確定します。
カーソルが消え「▼」が表示されて、他の設定項目に移動できるようになります。

5 他に設定したい項目が無ければ、「ネットワーク設定の内容の保存」（p.38）に進んでください。
他に設定したい項目がある場合は、 deまたは 0～ 9で希望の項目を選択し、設定を続行して
ください。

DNS サーバーの表示/ 設定

「3. セッテイ」→「2. ネットワークセッテイ」→「9.DNSサーバー」
Web による設定が可能

「1.DHCP ユウコウ」が「ハイ」の場合、取得したDNSサーバーの IPアドレスが表示されます。
「1.DHCP ユウコウ」が「イイエ」の場合、DNSサーバーの IP アドレスを手入力することができます。

1 a329の順にボタンを押してください。「1.DHCPユウコウ」が「ハイ」の場合、取得した IP
アドレスが表示されます（IPアドレスの変更はできません）。

2「1.DHCP ユウコウ」が「イイエ」の場合、IP アドレスを入力することができます。 
c を押してください。右の「▲」「▼」が消え、「0.0.0.0」の後にカーソルが表示されます。

3 b で「0.0.0.0」を削除し、 0～ 9と *を使って IPアドレスを入力してください。

4 c を押してください。IPアドレスが確定します。
カーソルが消え「▼」が表示されて、他の設定項目に移動できるようになります。

5 他に設定したい項目が無ければ、「ネットワーク設定の内容の保存」（p.38）に進んでください。
他に設定したい項目がある場合は、 deまたは 0～ 9で希望の項目を選択し、設定を続行して
ください。

８．テ゛フォルトケ゛ートウェイ
１０．１．１．５■

８．テ゛フォルトケ゛ートウェイ▲
１０．１．１．５ ▼

９．ＤＮＳサーハ゛ー ▲
１０．１．１．４ ▼

９．ＤＮＳサーハ゛ー
０．０．０．０■

９．ＤＮＳサーハ゛ー
１０．１．１．４■

９．ＤＮＳサーハ゛ー ▲
１０．１．１．４ ▼
CP100TXアドミニストレーターマニュアルRev.C



SIP サーバーの有効化 /無効化

「3. セッテイ」→「2. ネットワークセッテイ」→「10.プロキシーユウコウ」（デフォルト：イイエ）
Web による設定が可能

SIP サーバーの参照を有効にするためには、「表4.1.2 SIP の設定のパラメーター」（p.23）の「SIP サーバーア
ドレス」の設定が必要です。

1 a3210の順にボタンを押してください。下記が表示されます。

2 c を押してください。右の「▲」「▼」が消え、カーソルが左下に表示されます。

3 d または eを押し、「ハイ」または「イイエ」を選択してください。下記では「ハイ」を選択しています。

4 c を押してください。「ハイ」が確定します。
カーソルが消え「▲」「▼」が表示されて、他の設定項目に移動できるようになります。

5 他に設定したい項目が無ければ、「ネットワーク設定の内容の保存」（p.38）に進んでください。
他に設定したい項目がある場合は、 deまたは 0～ 9で希望の項目を選択し、設定を続行して
ください。

SIP サーバーの表示

「3. セッテイ」→「2. ネットワークセッテイ」→「11.SIP プロキシー」（表示のみ）
Web による設定が可能

1 a3211の順にボタンを押してください。下記が表示されます。
SIP サーバーがホスト名で設定されている場合は、ホスト名の先頭15文字が表示されます。

コーデックの設定

「3. セッテイ」→「2. ネットワークセッテイ」→「12.コーデック」（デフォルト：G.711U）
Web による設定が可能

1 a3212の順にボタンを押してください。下記が表示されます。

2 c を押してください。右の「▲」「▼」が消え、カーソルが左下に表示されます。

１０．フ゜ロキシーユウコウ ▲
イイエ ▼

１０．フ゜ロキシーユウコウ
イイエ

１０．フ゜ロキシーユウコウ
ハイ

１０．フ゜ロキシーユウコウ ▲
ハイ ▼

１１．ＳＩＰフ゜ロキシー ▲
１０．１．１．１０ ▼

１２．コーテ゛ック ▲
Ｇ．７１１Ｕ ▼

１２．コーテ゛ック
Ｇ．７１１Ｕ
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3 d または eを押し、「G.711A」、「G.711U」、「G.729（未サポート）」、「Auto」のどれかを選択してく
ださい。下記では「G.711U」を選択しています。

4 c を押してください。コーデックが確定します。
カーソルが消え「▲」「▼」が表示されて、他の設定項目に移動できるようになります。

5 他に設定したい項目が無ければ、「ネットワーク設定の内容の保存」（p.38）に進んでください。
他に設定したい項目がある場合は、 deまたは 0～ 9で希望の項目を選択し、設定を続行して
ください。

ファームウェアの更新

「3. セッテイ」→「2. ネットワークセッテイ」→「13.F/W ファイルメイ」

FTP サーバーから、新しいファームウェアをダウンロードします。

「9.3 液晶ディスプレイのメニューによるファームウェアの更新」（p.49）
「ファームウェアのダウンロードと更新」（p.50）

ファームウェアバージョンの表示

「3. セッテイ」→「2. ネットワークセッテイ」→「14.F/W バージョン」（参照のみ） 

a3214の順にボタンを押してください。下記が表示されます。

ネットワーク設定の内容の保存

「2. ネットワークセッテイ」の各項目の設定を終えたら、 aを押してください。下記が表示されます。 

1を押すと、設定内容は保存され、本製品は再起動します。 
2を押すと、設定内容は破棄され、再起動は行われません。

１２．コーテ゛ック
Ｇ．７１１Ｕ

１２．コーテ゛ック ▲
Ｇ．７１１Ｕ ▼

１４．Ｆ／Ｗ ハ゛ーシ゛ョン ▲
Ｖ．０．０１　Ｂ０７ ▼

ネットワークセッテイ
リセット　１．ハイ　２．イイエ
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5.4 日付と時刻の設定

日付書式の設定

「3. セッテイ」→「3. トケイセッテイ」→「1. ヒヅケ / ジコク」→「1.ヒヅケショシキ」（デフォルト：1.DD/MM/YY）

1 a3311の順にボタンを押してください。
下記が表示されます（チェックマークは現在の日付書式を示しています）。

2 d または eで希望の日付書式を選択し、 d で確定してください。 
d または eを押すごとに「＊」が移動します。 dを押すと「＊」が指している項目にチェックマー
クが移動して、日付書式が確定します。 

1または 2で切り替えることもできます。数字ボタンを押すと、チェックマークは直接希
望する日付書式に移動します（ dを押す必要がありません）。

3 a を5回押し、「通話モード」に抜けてください（再起動は行われません）。

時刻書式の設定

「3.セッテイ」→「3.トケイセッテイ」→「1.ヒヅケ/ジコク」→「2.ジコクショシキ」（デフォルト：1.24ジカンセイ）

1 a3312の順にボタンを押してください。
下記が表示されます（チェックマークは現在の時刻書式を示しています）。

2 d または eで希望の時刻書式を選択し、 d で確定してください。 
d または eを押すごとに「＊」が移動します。 dを押すと「＊」が指している項目にチェックマー
クが移動して、時刻書式が確定します。 

1または 2で切り替えることもできます。数字ボタンを押すと、チェックマークは直接希
望する時刻書式に移動します（ dを押す必要がありません）。

3 a を5回押し、「通話モード」に抜けてください（再起動は行われません）。

タイムゾーンの設定

「3. セッテイ」→「3. トケイセッテイ」→「1. ヒヅケ /ジコク」→「3. タイムゾーン」
（デフォルト：61.（GMT+09:00）,トウキョウ ,オオサカ , サッポロ）
Web による設定が可能

1 a3313の順にボタンを押してください。下記が表示されます。

＊１．ＤＤ／ＭＭ ／ＹＹ ✔

　２．ＭＭ／ＤＤ ／ＹＹ

　１．ＤＤ／ＭＭ ／ＹＹ
＊２．ＭＭ／ＤＤ ／ＹＹ ✔

＊１．２４シ゛カンセイ ✔

　２．１２シ゛カンセイ

　１．２４シ゛カンセイ
＊２．１２シ゛カンセイ ✔

６１．（ＧＭＴ ＋０９：００）
トウキョウ，　オオサカ，　サッホ
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2 c を押してください。左上に「＊」が表示されます。

3 d または eを押し、タイムゾーンを選択してください。

4 c を押し、現在選択中のタイムゾーンを確定してください。左上の「＊」消えます。

5 a を押してください。下記が表示されます。 

1を押すと、タイムゾーンの設定は保存され、本製品は再起動します。 
2を押すと、タイムゾーンの設定は破棄され、再起動は行われません。

サマータイム（未サポート）

「3. セッテイ」→「3. トケイセッテイ」→「1. ヒヅケ /ジコク」→「4. サマータイム」（デフォルト：イイエ）
Web による設定が可能

1 a3314の順にボタンを押してください。下記が表示されます。

2 c を押してください。カーソルが左下に表示されます。

3 d または eを押し、「ハイ」または「イイエ」を選択してください。下記では「イイエ」を選択しています。

4 c を押してください。設定内容が確定します。カーソルが消えます。

5 a を押してください。下記が表示されます。 

1を押すと、サマータイムの設定は保存され、本製品は再起動します。 
2を押すと、サマータイムの設定は破棄され、再起動は行われません。

＊６１．（ＧＭＴ ＋０９：００）
トウキョウ，　オオサカ，　サッホ

＊６２．（ＧＭＴ ＋０９：００）
ソウル

＊６２．（ＧＭＴ ＋０９：００）
ソウル

タイムソ゛ーン
リセット　１．ハイ　２．イイエ

サマータイムユウコウ
イイエ

サマータイムユウコウ
イイエ

サマータイムユウコウ
イイエ

サマータイムユウコウ
イイエ

サマータイム
リセット　１．ハイ　２．イイエ
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5.5 VoIP FDB の有効化/ 無効化

「4.Advanced」（デフォルト：イイエ）

1 a4の順にボタンを押してください。下記が表示されます。

2 c を押してください。カーソルが左下に表示されます。

3 d または eを押し、「ハイ」または「イイエ」を選択してください。下記では「ハイ」を選択しています。

4 c を押してください。設定内容が確定します。カーソルが消えます。

5 a を押してください。下記が表示されます。 

1を押すと、Advanced の設定は保存され、本製品は再起動します。 
2を押すと、Advanced の設定は破棄され、再起動は行われません。

ＦＤＢユウコウ
イイエ

ＦＤＢユウコウ
イイエ

ＦＤＢユウコウ
ハイ

ＦＤＢユウコウ
ハイ

Ａｄｖａｎｃｅｄ
リセット　１．ハイ　２．イイエ
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6 トラブルシューティング

Web による設定画面がうまく表示されません
・Webブラウザーとして Internet Explorer Ver.6 以上を使用してください。

Web の「Welcome to CP100TX Phone Setings」画面で正しいパスワードを入力し、「Login」ボタンを
クリックしたにもかかわらず、「x.x.x.x へのネットワーク接続を試みている時に接続が拒否されました。」と表
示されます
・Webブラウザーとして Internet Explorer Ver.6 以上を使用してください。

液晶ディスプレイに「DHCP シュトクチュウ ...」と表示され、着信LEDが点滅する
・ DHCP サーバーとの通信ができないため、IPアドレスなどの情報が取得できません。
本製品が構内ネットワーク（IEEE802.3af 準拠スイッチ）に正しく接続されていることを確認してくださ
い。また、IEEE802.3af 準拠スイッチからDHCP サーバーまでの経路が通信可能か否かを確認してくださ
い。

液晶ディスプレイに「SIP Server ケンサクチュウ ...」と表示され、着信 LEDが点滅する
・ SIP サーバーとの通信ができません。
本製品に設定されているSIP サーバーの IP アドレスが正しいか否かを確認してください。
SIP サーバーが本製品以外のサブネットに存在する場合は、本製品に設定されているデフォルトゲート
ウェイの IP アドレスが正しいか否かを確認してください。
本製品からSIP サーバーまでの経路が通信可能か否かを確認してください。

通話モードで表示される日時が正しくありません
・ NTPサーバーと通信ができないため、現在の日時を設定できません。
本製品に設定されているNTPサーバーの IP アドレスが正しいか否かを確認してください（Web設定画
面）。
NTPサーバーが本製品以外のサブネットに存在する場合は、本製品に設定されているデフォルトゲート
ウェイの IP アドレスが正しいか否かを確認してください。
本製品からNTPサーバーまでの経路が通信可能か否かを確認してください。
CP100TXアドミニストレーターマニュアルRev.C



7 再起動

再起動が実行されている間、PCポートに接続されているコンピューターは、一時的に使用でき
ない状態となりますので、ご注意ください。

電源オン /オフによる再起動（PoE の場合）

1 LAN ポートに接続されているUTPケーブルを抜いてください。

2 LAN ポートにUTPケーブルを接続してください。

電源をオフにしてから再度オンにする場合は、しばらく間をあけてください。

電源オン /オフによる再起動（ACアダプターの場合）

1 ACアダプターの電源プラグを電源コンセントから抜いてください。

2 ACアダプターの電源プラグを電源コンセントに接続してください。

電源をオフにしてから再度オンにする場合は、しばらく間をあけてください。
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8 工場出荷時設定への初期化

1 表示モードが「通話モード」であることを確認してください。「通話モード」では、下記のように日時、自
分の電話番号が表示されています。

2 **1234の順にボタンを押してください。

3 左下に「■■」が表示されるまで、 *を押し続けてください。
表示されたら、ボタンから指を離してください。

4 次のような文字列が表示されます（文字列はファームウェアバージョンによって異なります）。

5 #5*5の順にボタンを押してください。

6 再起動が始まります。

7 再起動が完了すると、下記が表示されます。

２８／０７／０５　１１：３４ �

２６０１

０２／０１／０８　１９：０３ �

＊＊１２３４

Ｂｏｏｔｉｎｇ　．．．
■■

ＣＰＣ２ｖ ０．０２．０７Ｒｃｖ
■■

ＣＰＣ２ｖ ０．０２．０７Ｒｃｖ
＃５＊５

Ｂｏｏｔｉｎｇ　．．．
■■■■■■■■■■■

０２／０１／０８　００：００ �

２７９９９１６８
CP100TXアドミニストレーターマニュアルRev.C



9 ファームウェアの更新

本製品のファームウェアの更新（バージョンアップ）は、ATKK Tool Kit または液晶ディスプレイのメニュー
モードで行うことができます。
ATKK Tool Kit は、同一サブネットワークに存在する本製品をリスト表示し、その中から更新の対象とする本製
品を選択することができます。
液晶ディスプレイのメニューモードによる更新では、FTP サーバーを用意する必要があります。

9.1 ファームウェアバージョンの確認方法

本製品のファームウェアバージョンは、下記の 2つの方法で確認することができます。

・液晶ディスプレイ（ a3214の順にボタンを押す）

「ファームウェアバージョンの表示」（p.38）

・本製品底面に貼付されたファームウェアバージョンラベル
弊社を出荷する際に、本製品にダウンロードされているファームウェアのバージョンが記載されます（本
製品の出荷後に、フィールドなどでファームウェアの更新が行われた場合、ファームウェアバージョンラ
ベルの記載と、ダウンロードされているファームウェアのバージョンは一致しなくなります）。

9.2 ATKK Tool Kit によるファームウェアの更新

ATKK Tool Kit の動作環境

ATKK Tool Kit は、日本語版の下記のOSで動作いたします。

・Windows ® 98、Windows 98 Second Edition、Windows Me
・Windows NT ® 4.0、Windows 2000 Professional、
Windows XP Home Edition、Windows XP Professional

ATKK Tool Kit のインストール

ATKK Tool Kit は、「ATKK Tool Kit.zip」という名称の zip アーカイブで提供されます。zip アーカイブを適当
なフォルダーで展開してください。下記では、「C:¥Program Files¥ATKK Tool Kit」に展開しています。

ATKKToolKitInstalled.tif

図9.2.1 インストールされたATKK Tool Kit

ATKK Tool Kit によるファームウェアの更新

1 ATKKToolKit.exe をダブルクリックしてください。
doubleclick_atkktoolkit.tif

図9.2.2
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2 ファームウェアの更新を行う本製品の IP アドレスが分かっている場合は、「IP Address in Terminal:」に IP
アドレスを入力して、手順6（p.48）に進んでください。
IPアドレスが分かっていない場合は、「List Phones」ボタンをクリックして、次の手順に進んでください。

click_list_phones.tif

図9.2.3

3 Windows XPをご使用の場合、下記のダイアログボックスが現れたら、「ブロックを解除する」ボタンをク
リックしてください（このダイアログボックスは、最初の一度しか現れません）。

block_kaijo.tif

図9.2.4
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4 ATKK Tool Kit を実行しているコンピューターのネットワークに存在する本製品のリストが表示されます。
表示されない場合は、「Refresh」ボタンをクリックしてください。

click_refresh_in_phonelist.tif

図9.2.5

5 更新対象の本製品を選択し、「OK」ボタンをクリックしてください。
click_ok_in_phonelist.tif

図9.2.6

「ADD」ボタンはクリックしないでください。
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6「IP Address in Terminal:」に更新対象の IP アドレスが表示されていることを確認して、「Update Program」
ボタンをクリックしてください。

click_update_program.tif

図9.2.7

「Update PFlash」ボタンはクリックしないでください。

7 ファームウェアのファイルを選択して、「開く」ボタンをクリックしてください。
下記の例では、「CPCXv0017c7.bin」を選択しています。

click_hiraku.tif

図9.2.8

8 本製品へのファームウェアのダウンロードが開始されます。
in_progress.tif

図9.2.9

ダウンロードが実行されている間、本製品の液晶ディスプレイには下記が表示されます。

本製品へのファームウェアのダウンロード中は、絶対に本製品の電源をオフにしないでくださ
い。

Ｕｐｄａｔｉｎｇ　．．．
オマチクタ゛サイ
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9 ダウンロードが完了すると、不揮発性記憶領域へのファームウェアファイルの書き込みが始まり、下記が表
示されます。

updating.tif

図9.2.10

ファイルの書き込みが実行されている間、本製品の着信、ミュート、スピーカーLED が点滅し、液晶ディ
スプレイには進行状況がパーセンテージで表示されます。

不揮発性記憶領域へのファームウェアファイルの書き込み中は、絶対に本製品の電源をオフにし
ないでください。

10 書き込みが完了すると、本製品は再起動し、更新されたファームウェアで動作を開始します。

11 他にファームウェアを更新したい本製品がある場合は、手順2（p.46）から手順10を繰り返してください。
更新したい本製品がない場合は、「Quit」ボタンをクリックしてATKK Tool Kit を終了してください。

9.3 液晶ディスプレイのメニューによるファームウェアの更新

FTP サーバーの準備

1 FTPサーバーで匿名ユーザー「anonymous」を許可してください。

2 匿名ユーザーのルートディレクトリーに、本製品にダウンロードするファームウェアファイルを置いてくだ
さい。
（例）CPCXv0018c7.bin

FTP サーバーの指定

ファームウェアのダウンロード元となる FTPサーバーの IP アドレスを指定します。

3 a327の順にボタンを押してください。下記が表示されます。

4 c を押してください。右の「▲」「▼」が消え、「0.0.0.0」の後にカーソルが表示されます。

5 b で「0.0.0.0」を削除し、 0～ 9と *を使って IPアドレスを入力してください。

Ｕｐｄａｔｉｎｇ　．．．
１０％

Ｂｏｏｔｉｎｇ　．．．
■■■■■■■■■■■

７．ＦＴＰサーハ゛ー ▲
０．０．０．０ ▼

７．ＦＴＰサーハ゛ー
０．０．０．０■

７．ＦＴＰサーハ゛ー
１０．１．１．３■
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6 c を押してください。IPアドレスが確定します。
カーソルが消え「▼」が表示されて、他の設定項目に移動できるようになります。

7 a を押してください。下記が表示されます。

8 1を押してください。FTPサーバーの IPアドレスが保存され、本製品は再起動します。 
2を押すと、設定内容は破棄され、再起動は行われません。

ファームウェアのダウンロードと更新

FTP サーバーから、新しいファームウェアをダウンロードし、更新を行います。

9 a3213の順にボタンを押してください。下記が表示されます（F/Wファイル名はバージョ
ンによって異なります）。

10 c を押してください。下記が表示されます。

11 1 を押してください。本製品へのファームウェアのダウンロードが開始され、液晶ディスプレイには、
バイトカウントが表示されます。

本製品へのファームウェアのダウンロード中は、絶対に本製品の電源をオフにしないでくださ
い。

FTPサーバーに置かれているファームウェアファイルが、本製品のファームウェアと同一または
古いバージョンである場合、FTPサーバーからのダウンロードは行われず、ひとつ上のメニュー
階層に戻ります。また、FTPサーバーの IP アドレスが誤っている場合も同様になります。

12 ダウンロードが完了すると、不揮発性記憶領域へのファームウェアファイルの書き込みが始まります。ファ
イルの書き込みが実行されている間、本製品の着信、ミュート、スピーカーLED が点滅し、液晶ディスプ
レイには進行状況がパーセンテージで表示されます。

不揮発性記憶領域へのファームウェアファイルの書き込み中は、絶対に本製品の電源をオフにし
ないでください。

13 書き込みが完了すると、本製品は再起動し、更新されたファームウェアで動作を開始します。

７．ＦＴＰサーハ゛ー ▲
１０．１．１．３ ▼

ネットワークセッテイ
リセット　１．ハイ　２．イイエ

１３．Ｆ／Ｗ ファイルメイ ▲
ＣＰＣＸｖ００１７ｃ ７．ｂｉ▼

Ｆ／Ｗ ファイルメイ
アッフ゜テ゛ート　１．ハイ　２．

Ｕｐｄａｔｉｎｇ　．．．
１８３０４０

１．テ゛ンワセッテイ
２．ネットワークセッテイ ▼

Ｕｐｄａｔｉｎｇ　．．．
１０％

Ｂｏｏｔｉｎｇ　．．．
■■■■■■■■■■■
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A 付録

A.1 液晶ディスプレイの全表示項目と設定のデフォルト値

液晶ディスプレイに表示される全項目と、設定項目のデフォルト値を示します。（）内は、「1. ﾋｮｳｼﾞｹﾞﾝｺﾞ =1. ｴｲｺﾞ」
を設定したときの表示です。「 ✔」は、デフォルトの選択項目です。通話記録の「#」の部分には、件数（0～8）
が表示されます。

1. ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳ（1.Address Book）
1. ﾘｽﾄ（1.View）
2. ｹﾝｻｸ（2.Search）

1. ﾅﾏｴｹﾝｻｸ（1.By Name）
2. ﾊﾞﾝｺﾞｳｹﾝｻｸ（2.By Number）

3. ｼﾝｷ（3.New Entry）
ﾅﾏｴ :（Name:）
ﾊﾞﾝｺﾞｳ :（No:）
ﾘｾｯﾄ（Reset）
ｶｸﾆﾝ 1. ﾊｲ 2. ｲｲｴ（Sure? 1.Y 2.N）

4. ｻｸｼﾞｮ（4.Delete）
1. ﾅﾏｴｹﾝｻｸ（1.By Name）

ｻｸｼﾞｮ（Delete）
ｶｸﾆﾝ 1. ﾊｲ 2. ｲｲｴ（Sure? 1.Y 2.N）

2. ｽﾍﾞﾃｻｸｼﾞｮ（2.All）
ｽﾍﾞﾃｻｸｼﾞｮ（Delete all）
ｶｸﾆﾝ 1. ﾊｲ 2. ｲｲｴ（Sure? 1.Y 2.N）

2. ﾂｳﾜｷﾛｸ（2.Call Records）
1. ﾌｻﾞｲﾁｬｸｼﾝ #（1.Missed #）

1. ﾘｽﾄ（1.View）
1. ﾀﾞｲﾔﾙ（1.Dial）
2. ｻｸｼﾞｮ（2.Delete）

ﾌｻﾞｲﾁｬｸｼﾝ（Missed Calls）
ｶｸﾆﾝ 1. ﾊｲ 2. ｲｲｴ（Sure? 1.Y 2.N）

2. ｽﾍﾞﾃｻｸｼﾞｮ（2.Delete All）
ｽﾍﾞﾃｻｸｼﾞｮ（Delete All）
ｶｸﾆﾝ 1. ﾊｲ 2. ｲｲｴ（Sure? 1.Y 2.N）

2. ﾁｬｸｼﾝ #（2.Received #）
1. ﾘｽﾄ（1.View）

1. ﾀﾞｲﾔﾙ（1.Dial）
2. ｻｸｼﾞｮ（2.Delete）

ﾁｬｸｼﾝﾘﾚｷ（Received Calls）
ｶｸﾆﾝ 1. ﾊｲ 2. ｲｲｴ（Sure? 1.Y 2.N）

2. ｽﾍﾞﾃｻｸｼﾞｮ（2.Delete All）
ｽﾍﾞﾃｻｸｼﾞｮ（Delete All）
ｶｸﾆﾝ 1. ﾊｲ 2. ｲｲｴ（Sure? 1.Y 2.N）

3. ﾊｯｼﾝ #（3.Dialed #）
1. ﾘｽﾄ（1.View）

1. ﾀﾞｲﾔﾙ（1.Dial）
2. ｻｸｼﾞｮ（2.Delete）

ﾊｯｼﾝﾘﾚｷ（Dialed Calls）
ｶｸﾆﾝ 1. ﾊｲ 2. ｲｲｴ（Sure? 1.Y 2.N）

2. ｽﾍﾞﾃｻｸｼﾞｮ（2.Delete All）
ｽﾍﾞﾃｻｸｼﾞｮ（Delete All）
ｶｸﾆﾝ 1. ﾊｲ 2. ｲｲｴ（Sure? 1.Y 2.N）

3. ｾｯﾃｲ（3.Setting）
1. ﾃﾞﾝﾜｾｯﾃｲ（1.Phone Set.）
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1. ﾋｮｳｼﾞｹﾞﾝｺﾞ（1.Language）
1. ｴｲｺﾞ（1.English）
2. ﾆﾎﾝｺﾞ（2.Japanese） ✔

2. ﾁｬｸｼﾝｵﾝ（2.Ring Type）
1. ﾁｬｸｼﾝｵﾝ 1（1.Tone 1） ✔

2. ﾁｬｸｼﾝｵﾝ 2（2.Tone 2）
3. ﾁｬｸｼﾝｵﾝ 3（3.Tone 3）
4. ﾁｬｸｼﾝｵﾝ 4（4.Tone 4）
5. ﾁｬｸｼﾝｵﾝ 5（5.Tone 5）
6. ﾁｬｸｼﾝｵﾝ 6（6.Tone 6）
7. ﾁｬｸｼﾝｵﾝ 7（7.Tone 7）
8. ﾁｬｸｼﾝｵﾝ 8（8.Tone 8）
9. ﾁｬｸｼﾝｵﾝ 9（9.Tone 9）
10. ﾁｬｸｼﾝｵﾝ10（10.Tone 10）
11. ﾁｬｸｼﾝｵﾝ11（11.Tone 11）
12. ﾁｬｸｼﾝｵﾝ12（12.Tone 12）
13. ﾁｬｸｼﾝｵﾝ13（13.Tone 13）

3. ﾈｯﾄﾜｰｸｾｯﾃｲ（3.Network Cfg）
1.DHCP ﾕｳｺｳ（1.DHCP Enabled）

ﾊｲ（YES） ✔

ｲｲｴ（NO）
2.MAC ｱﾄﾞﾚｽ（2.MAC Address）

000941xxxxxx
3. ﾎｽﾄﾒｲ（3.Host Name）

AT000941xxxxxx
4.IP ｱﾄﾞﾚｽ（4.IP Address）

DHCP サーバーより取得、「1.DHCPﾕｳｺｳ = ｲｲｴ」のとき手入力可能
5. ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ（5.Subnet Mask）

DHCP サーバーより取得、「1.DHCPﾕｳｺｳ = ｲｲｴ」のとき手入力可能
6. ﾃﾞﾝﾜﾊﾞﾝｺﾞｳ（6.Phone No）

27999168
7.FTP ｻｰﾊﾞｰ（7.FTP Server）

0.0.0.0
8. ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ（8.Router）

DHCP サーバーより取得、「1.DHCPﾕｳｺｳ = ｲｲｴ」のとき手入力可能
9.DNS ｻｰﾊﾞｰ（9.DNS Server）

DHCP サーバーより取得、「1.DHCPﾕｳｺｳ = ｲｲｴ」のとき手入力可能
10. ﾌﾟﾛｷｼｰﾕｳｺｳ（10.Enable Proxy）

ﾊｲ（YES）
ｲｲｴ（NO） ✔

11.SIP ﾌﾟﾛｷｼｰ（11.SIP Proxy）
0.0.0.0

12. ｺｰﾃﾞｯｸ（12.Codec）
Auto
G.711A
G.711U ✔

G.729（未サポート）
13.F/W ﾌｧｲﾙﾒｲ（14.Firm. Update）

CPCXv0017c7.bin
14.F/W ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ（14.Firmware Ver）

V.0.01 B07
4. ﾄｹｲｾｯﾃｲ（4.Clock Set）

1. ﾋﾂﾞｹ / ｼﾞｺｸ（1.Date/Time）
1. ﾋﾂﾞｹｼｮｼｷ（1.Date Format）

1.DD/MM/YY ✔

2.MM/DD/YY
2. ｼﾞｺｸｼｮｼｷ（2.Time Format）
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1.24 ｼﾞｶﾝｾｲ（1.24 Hours） ✔

2.12 ｼﾞｶﾝｾｲ（2.12 Hours）
3. ﾀｲﾑｿﾞｰﾝ（3.Time Zone）

61.(GMT+09:00) ﾄｳｷｮｳ , ｵｵｻｶ , ｻｯﾎﾟﾛ（61.(GMT+09:00)Tokyo,Osaka,Sappro） ✔

GMT-12:00 ～GMT+13:00 で 1:00刻みに74 項目の選択肢が存在
4. ｻﾏｰﾀｲﾑ（4.Light Set）（未サポート）

ｻﾏｰﾀｲﾑﾕｳｺｳ（DayLight Set）
ｲｲｴ（NO） ✔

ﾊｲ（Yes）

4.Advanced（4.Advanced）
FDB ﾕｳｺｳ（FDB Enabled）

ｲｲｴ（NO） ✔

ﾊｲ（YES）
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ご注意

本書に関する著作権等の知的財産権は、アライドテレシス株式会社（弊社）の親会社であるアライドテレシス
ホールディングス株式会社が所有しています。
アライドテレシスホールディングス株式会社の同意を得ることなく、本書の全体または一部をコピーまたは転載
しないでください。
弊社は、予告なく本書の全体または一部を修正・改訂することがあります。
また、弊社は改良のため製品の仕様を予告なく変更することがあります。

© 2005 アライドテレシスホールディングス株式会社

商標について

CentreCOM はアライドテレシスホールディングス株式会社の登録商標です。
Windows、Windows NT は、米国Microsoft Corporation の登録商標です。
その他、この文書に掲載しているソフトウェア、周辺機器、サービスの名称などは、各メーカーの商標または登
録商標です。

電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置です。こ
の装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して
使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書にしたがって正しい取り扱いをしてください。

廃棄方法について

本製品を廃棄する場合は、法令・条例などに従って処理してください。詳しくは、各地方自治体へお問い合わせ
いただきますようお願いいたします。

日本国外での使用について

弊社製品を日本国外へ持ち出されるお客様は、下記窓口へご相談ください。
0120-860442

月～金（祝・祭日を除く）9:00 ～ 17:30

マニュアルバージョン

2005 年 12月 Rev.C　V.0.02 B02、制限事項を分離
2005 年 9月 Rev.B　誤記訂正
2005 年 9月 Rev.A　初版（V.0.01 B07）
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